
 

 

 

横田基地におけるサル痘感染者の発生に伴う 

感染拡大防止について（口頭要請） 

 

 令和４年８月６日及び８月８日、北関東防衛局から、横田基地関係者１名は、

４日に体調不良の症状があったことから８月５日に検査し、同日夜に陽性と判

明した。現在、同基地内の医療施設において入院し隔離され、容体は安定して

いる。感染対策ガイドラインに従って、患者の適切なケアを行うと同時に基地

人員及び周辺自治体の安全を確保している旨の情報が、東京都及び基地周辺自

治体に提供された。 

このことを踏まえ、今後の感染拡大防止のため、次のとおり、要請する。（※） 

 

１ サル痘の感染拡大防止のため、迅速かつ万全な措置を講じること。 

 

２ 周辺住民が安心して生活するために、感染拡大防止に対する措置状況等の

必要かつ詳細な情報について、地元自治体に対し迅速に提供を行うこと。 

 

※  国に対しては、「貴職においては、国の責任において情報収集に努め、適

時適切に公表するとともに、今後の感染拡大防止のため、次のとおり、米軍

に申し入れるよう要請する。」と要請。 

 

 令和４年８月９日 

 

在日米軍横田基地第３７４空輸航空団司令官 

                 アンドリュー L. ラダン大佐 殿 

外務大臣      林 芳正 殿 

防衛大臣      岸 信夫 殿 

北関東防衛局長   扇谷 治 殿 

 横田防衛事務所長  和田 善徳 殿 

 

横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会 

 

会 長 東 京 都 知 事  小 池   百 合 子   

副会長 瑞 穂 町 長  杉 浦   裕 之  

立 川 市 長  清 水   庄 平   

昭 島 市 長  臼 井   伸 介   

福 生 市 長  加 藤   育 男   

武蔵村山市長  山 﨑   泰 大 

羽 村 市 長   橋 本    弘 山 
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